







は, 地球化学的研究が少なく, 起源物質や火成活動史に関する議論はあまりなされてこなかった. 阿保花
崗岩は奈良県と三重県の県境に分布し, 2 つの異なる放射年代が報告され, これらの年代は白亜紀にあっ
た近畿地方領家帯の 2つの火成活動期と一致している. よって, 阿保花崗岩はこの地域の白亜紀火成活動
史をより詳細に解明するために重要な岩体である. しかし, 阿保花崗岩は岩相区分と年代測定が行われ
た後, 地球化学的調査はほとんど行われていない. そこで本研究では, 阿保花崗岩の全岩化学組成分析及
び Sr同位体比測定を行い, その起源物質について考察を行った.  
阿保花崗岩は全岩化学組成分析の結果から, AnHⅠ, AnHⅡ, AnLⅠ, AnLⅡ, TypeⅡ, TypeⅢの 6つのグル
ープに分けられた. 阿保花崗岩は 1000/Srの増加に伴い, Sr同位体初生比（SrI）が減少する . 単一のマグ
マが分化して産した場合, 1000/Srが増加しても SrIは変化しないことから, 阿保花崗岩は複数のマグマが
混合して形成されたと考えられる. 阿保花崗岩の端成分となったマグマは高いSrIを持つAnHⅠ（> 0.7090）
と低い SrIを持つ TypeⅢ（< 0.7078）であると考えられる. 西南日本内帯の花崗岩類の起源物質は, 花崗
岩類と調和的な SrIを持つ上部マントルと下部地殻の混合物であると指摘されている（加々美他, 1995）. 
上部マントル（SrI=0.7050）に下部地殻（SrI=0.7200）を 30 から 55 %混合した混合物（SrI=0.7073 から
0.7106）は阿保花崗岩（SrI=0.7072 から 0.7099）と調和的な SrI を持ち, この混合物が阿保花崗岩の起源
物質であると考えられる. しかし, 1000/Srの増加に対して上部マントルと下部地殻の混合線の SrIは増加
するのに対して, 阿保花崗岩は SrI が減少し, 混合線とは異なる挙動を示すため, AnHⅠと TypeⅢは異な
る上部マントルと下部地殻の混合物が起源であると考えられる. AnLⅠは, 端成分マグマのAnHⅠと Type
Ⅲの混合を想定した場合, AnHⅠ：TypeⅢ＝7 : 3の混合物と調和的な化学組成を持ち, 端成分マグマの混
合によって形成されたと考えられる. 一方, AnHⅡはAnHⅠとTypeⅢの混合物と調和的な化学組成を持た
ず, 端成分マグマの単純な混合によって成因を説明できない. AnHⅠとAnHⅡはTypeⅢと比べて斜長石中
の An量が高く, 貫入当時のマグマの温度は TypeⅢより AnHⅠ・AnHⅡの方が高かったと考えられる. 
 一方で, AnHⅠ・AnHⅡは阿保花崗岩の中で最も細粒な花崗岩を含む. この細粒な花崗岩が他岩体との
接触により冷却され形成された場合, AnHⅠ・AnHⅡのマグマを冷却したのは AnHⅠと混合する TypeⅢで
あると考えられる. 化学組成・露頭観察を併せて考えると, 阿保花崗岩は TypeⅢが先に貫入・定置し, そ
の後に AnHⅠが貫入して, 一部は TypeⅢに冷却されて細粒な花崗岩を形成し, 一部は TypeⅢを同化して
AnLⅠを形成したと考えられる. 阿保花崗岩の端成分マグマである AnHⅠと TypeⅢが異なる時期に貫入
したことは阿保花崗岩が異なる 2つの放射年代を示すことと調和的である. 阿保花崗岩の2つの放射年代
が 2 つの白亜紀火成活動期と一致していることから, 阿保花崗岩は白亜紀にあった異なる火成活動期に
形成された 2つのマグマを起源として持つ可能性が高い. 
